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創業、そして経営基盤の確立 事業の成長とグローバル展開 真のグローバル企業へ

大同メタルグループのCSRの考え方（P6）に基づき大同メタル
工業及び一部関係会社のCSRの活動を開示し、ステークホル
ダーの皆様とコミュニケーションを図るとともに、CSR活動に対
する従業員の更なる意識向上を目指し、CSR報告書を発行して
います。

大同メタル工業及び一部関係会社

2019年度（2019年4月から2020年３月）
一部発行時点での最新情報を記載しています。

ISO26000、環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」

2020年12月（次回公開：2021年秋予定）

編集方針

報告対象範囲

対象期間

参考ガイドライン

公開

このロゴの頭文字シンボルマーク
の“D”は大同メタル工業の“D”で
あると同時に「Development」
「Dream」「Dynamic」の“D”であ
り、デザインの中には「Intellectual 
excitement」の“I”も含んでいま
す。その形は「バイメタル」と「半割
メタル」をイメージしており、カーブ
は橋を示しています。青い色は「空
と海の青」であり、私たちの地球を
意味しています。

企業理念

1. 会社の務　社員の幸せをはかり、地球社会に貢献する

2. 会社の心　企業倫理を重んじ、活力あるオープンな企業風土をつくる

3. 会社の源　常に市場から学び、お客様の信頼に応える

4. 会社の途　創造と革新につとめ、夢に挑戦する

5. 会社の志　世界のトライボロジーリーダーを目指し、技術を磨く

つとめ

こころ

みなもと

みち

こころざし

1. 私たちはいつも世界に目を向けます
2. 私たちはいつもお客様の声に耳を傾けます
3. 私たちはいつも環境を大切にします
4. 私たちはいつも「個と和」を尊重します
5. 私たちはいつも柔軟に発想し提案します
6. 私たちはいつもスピーディーに対応します

行動指針

事業活動を通じて、社会課題を解決し、
世界で存在価値のある会社となる目指す姿

2019年度
売上高

1,001億円
経常利益

36億円
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経常利益売上高

1939
創業

創業者 川越 庸一
大同メタル工業（株）を設立
本社を名古屋市中川区に開設

2005
東京証券取引所
市場第一部上場 

Glacier Daido America LLC
（2005年8月 持分全額譲渡）
名古屋証券取引所市場第一部上場

1997
米国生産工場の設立

1940
中川工場操業開始

自動車用エンジン軸受
事業開始

1962
犬山工場操業開始
［本格的な量産工場建設］

自動車用エンジン軸受
生産開始

1967
初の海外進出
台和交通工業股份有限公司
　1984年　軸受部門を分離独立
　中華大同軸承工業股份有限公司
　（現：中原大同股份有限公司）

1968
前原工場操業開始

船舶用エンジン軸受事業開始

1984
米国事務所設立
大同メタルU.S.A.INC.（米国）設立

1998
欧州生産工場の設立
フェデラルモーガル大同 HWB CO.,LTD.（イギリス）設立
（現：大同インダストリアルベアリングヨーロッパ LTD.）

■ 売上高（左軸） 
ー 経常利益（右軸）

1961
名古屋証券取引所
市場第二部上場

2004
東京証券取引所
市場第二部上場 

大同メタル工業は1939年創業以来、
「総合すべり軸受メーカー」として多種多様な産業分野の回転を支えながら、
お客様の期待と社会のニーズに応えてきました。

大同メタルの概要
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ビジネスサイクル

量産化に向けたステップアップ

事業分野

当社事業をとりまく社会の動き

環境問題 	
◦気候変動と地球温暖化
◦自然災害の激甚化
◦廃棄物の増加

資源問題 	
◦資源の枯渇
◦持続可能なエネルギーの確保
◦水・食糧問題
◦リサイクルの推進

グローバル化 	
◦新興国の経済の台頭

◦ダイバーシティ対応

◦地域と共生

事業構造の多様化 	
◦ＡＩ、ＩｏＴ技術の進展とイノベーション

人口構成の変化 	
◦少子高齢化

◦労働人口の減少

すべり軸受のリーディングカンパニーとして
社会課題を解決

Daido Spirit
「企業理念」、「行動基準」、「行動指針」、「経営方針」を根底で支える、　
当社が事業活動を行う上での根本的な精神

環境

社会

ガバナンス

価値創造の源泉

人材力

ESG経営
◦バイメタル技術
◦精密加工技術
◦表面処理技術

コアテクノロジー

開発・
設計

生産・
ものづくり調達 販売 使用・

再利用

新事業分野

新事業の柱を築く

■ 強固な財務基盤（財務資本）

◦総資産 	  1,595億円
◦純資産 	  641億円

（2019年度）

■ �安定供給を実現する生産ネットワーク 
（製造資本）

◦国内6拠点、海外16拠点*

◦設備投資額 	  108億円（2019年度）

■ �新技術・新製品、新事業を創出する高い技術力 
（知的資本、自然資本）

◦環境負荷低減製品の開発実績

◦研究開発費 	  21億円（2019年度）	

■ 挑戦する企業風土（人的資本）

◦従業員数

・連結 	  6,916名
・単独 	  1,323名

（2019年度）

■ 地域社会からの信頼（社会・関係資本）

◦社会貢献活動に積極的な社内文化

持続的な成長を目指して

経済的価値
（2019 年度実績）

売上高 	  1,001億円
営業利益 	  41億円
ROE 	  4.9％

自己資本比率 	  35.1％
1株当たり配当金 	  35円*

社会的価値
ステークホルダーへの価値向上

お客様
◦�社会・経済の 

発展への貢献

株主様
◦企業価値の向上
◦安定的な株主還元

従業員
◦�健康と安全に 

配慮した企業風土
◦�ダイバーシティとワーク 

ライフバランスの実現

お取引先様
◦�相互の繁栄（共存共栄）・

持続的成長

地域社会
◦�地域の活性化や 

発展に寄与

自動車・
二輪車

船舶エネルギー

農機・
建機

一般産業

P.5

*29ページの主な拠点に準じて記載しています。

*5円は記念配当
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持続可能な
地球社会への貢献

大項目 大項目 大項目取り組むべき項目

貢献するSDGs貢献するSDGs 貢献するSDGs

取り組むべき項目 取り組むべき項目

あらゆる産業の
発展に寄与

グローバル化・
ニーズの多様化に
対応する
社内体制づくり

ダイバーシティと
ワークライフバランス
の実現

多様な人材が多様な
働き方で活躍できる
体制づくり

かけがえのない
従業員の安全と
健康の確保

健康経営と、
安全な職場環境の
確保

ＥＶ化への対応

自然エネルギーに
向けての製品の
製造・開発

地球温暖化対応
（省エネ・合理化）

環境付加価値製品
の開発

経営基盤となる
ガバナンス・
コンプライアンス
体制の構築と信頼

グローバルガバナンス
への対応・
グループ企業横断的な
リスクマネジメント

企業倫理を重んじる
コンプライアンス
風土の浸透

ＣＳＲサプライ
チェーンの確立

持続的な成長を目指して

ESG・SDGs活動の推進
当社グループは、中期経営計画「Raise Up “Daido Spirit”」で、

「ESG（E：環境　S：社会　G：ガバナンス）経営による企業価値の向上」を基盤として目標に掲げております。
当社グループはESG経営を基盤とし、各CSR活動の強化・推進を図ってまいります。

【極める】 【備える】 【拡げる】 【育む】 【挑戦する】

Raise Up “Daido Spirit”
Ambitious, Innovative, Challenging

既存事業の
磨き上げ

第1の柱 第2の柱 第3の柱

ESG経営による企業価値の向上

第4の柱

新規事業の
創出・育成

強固な基盤の
確立

組織 ・ 
コミュニケーション

の活性化
柔軟で活力のある 

組織・人
経営基盤の整備

新たな事業の 
柱を築く

真のトライボロジー 
リーダーへ

環境 社会 ガバナンス

大同メタルグループは企業市民として責任ある行動が求められるなかで成長し
続けるためには、メーカーの本質である製品を通して社会に貢献する役割を持
続することはもちろんのこと、法令遵守や社会貢献をはじめとする企業の社会
的責任（CSR）を果たし、お客様・株主様・従業員・お取引先様さらには地域社会か
ら信用される企業となることが重要であると考えております。それらを実践する
ために当社グループ全社員は「自律」「自浄」「自創」（自己を律して、自浄作用し、
そして自己が創造する）の精神にて活動への定着・推進を図っております。

大同メタルグループの事業活動は様々なステークホルダーの方々に支えられて成り立っています。
大同メタルグループでは、お客様・株主様・従業員・お取引先様・地域社会の方々との対話を重視しています。

大同メタルグループのCSR

大同メタルグループのCSRの考え方

ステークホルダーとの関わり

ステークホルダー 当社グループで取り組む方針・姿勢 対話・コミュニケーション方法の一例

お客様 ◦社会的に有用で安全な製品を開発・提供し、
満足と信頼を獲得します。

◦各種展示会への出展
◦営業窓口を通じての情報交換
◦ホームページ上でのお問い合わせ窓口　　

株主様

◦企業価値向上を通じ、持続的成長を続けて
まいります。 ◦決算発表、決算説明会

◦各種ＩＲイベントへの出展
◦株主総会◦広く社会とのコミュニケーションを図り、企

業情報を積極的かつ公正に開示します。

従業員
◦多様性、人格、個性を尊重するとともに、安

心して働ける健康と安全に配慮した職場環
境を確保します。

◦労使協議会
◦社内報
◦社内ポータルサイト
◦各種教育、研修
◦職制との面談

お取引先様 ◦CSR活動を推進し、サプライチェーン全体
で持続的な成長を図ってまいります。

◦お取引先様説明会
◦各種調査票、アンケート

地域社会

◦社会の一員であることを自覚し、社会貢献
活動を推進します。

◦納涼祭、工場見学会
◦社会貢献活動

◦事業活動のグローバル化に対応し、各国・地
域の法律の遵守、国際規範、文化、慣習の尊
重に配慮した企業活動を行い、当該国・地
域の発展に貢献します。

大同メタルグループとしての
社会での存在意義や
企業価値を高める

「自律」「自浄」「自創」
の精神にて活動

メーカーの本質
企業活動を通して

社会に貢献

法令遵守や社会貢献
をはじめとする

企業の社会的責任
（CSR）を積極的に

果たすこと
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特集1 事業活動を通じた社会貢献

事業活動を通じた社会貢献

　低燃費化・環境負荷物質の削減などに貢献する
環境にやさしい新製品・新材料開発を行い、当社
グループ製品の品質面においても品質改革を推進
し、グローバルに活動を展開しています。

　大型船舶は飛行機と比べて、「一度に大量
のものを低コストで運べる」という圧倒的な強
みがあり、日本の輸出入は重量ベースでほぼ
100％、海上輸送で行われています。
　大型の船舶エンジンは信頼性が高く、耐久性
に優れた軸受が求められます。当社は、直径 
1 メートルを超える軸受でありながらも高品質・
耐久性に優れた軸受を製造しています。
　世界人口が増え、今後も世界の海運輸送量
の増加が見込まれるなか、製品の安定供給に
努めていきます。

　近年、資源制約や環境問題への関心の高まりを背
景に、EV の需要拡大が見込まれています。
　当社のグループ会社であるＤＭキャスティング
テクノロジー社では、EV 向けのアルミダイカスト
製品を日本の自動車部品メーカーから複数受注し、
２０２０年２月から生産を開始しています。今後は、
飛躍的に伸びていく EV 部品を積極的に手掛け、
環境負荷低減や気候変動対策に貢献していきます。

　地球温暖化が大きな関心を集めるなか、
船はその運搬能力と CO２排出量の少なさか
ら、効率的かつ環境にやさしい輸送手段と位
置付けられています。

国内全自動車メーカー及び海外主要メーカーに採用されているエンジン用半割軸受では世界トップシェアを有しています。
また、二輪車においては、高回転で使用されるエンジンに用いられており、高回転域での耐久性や信頼性向上に貢献して
います。

船舶用軸受を材料から一貫生産する世界でも数少ない軸受メーカーであり、
舶用低速ディーゼルエンジン用軸受においては世界トップシェアを有しています。

環境にやさしい製品・材料開発
に取り組み、低燃費化に貢献

日本を支え、暮らしを運ぶ
大型船舶の一端を担うEV(電気自動車）の普及に貢献

環境にやさしい輸送手段

自動車・二輪車 船舶

低速ディーゼルエンジン用軸受

低摩擦特性により自動車用エンジンのエネルギー効率に寄与し、
CO₂削減に貢献

アルミダイカスト製品

出典：社団法人 日本船主協会「SHIPPING NOW 2020-2021」
（千キロジュール/トンキロ）

1トンの貨物を1キロ運ぶために
必要なエネルギー（2018年）

No.1自動車エンジン用半割軸受

ターボチャージャー用軸受 
(スモールターボ)

舶用低速 
ディーゼルエンジン用軸受

世界シェア

■ 樹脂表面層付き軸受

低摩擦特性により自動車用エンジンのエネルギー効率に寄与し、
CO₂削減に貢献

樹脂表面層

スチール

軸受合金

樹脂表面層付き軸受

自動車エンジン用半割軸受

世界シェア

33%
※2019年暦年当社推定数値

舶用低速
ディーゼルエンジン用軸受

世界シェア

55%
※2019年暦年当社推定数値

0 155 2010

6分の1

航空（国内線）

自家用貨物車

営業用貨物車

鉄道

内航海運
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特集2 新規事業の創出、新技術への取り組み 特集3 創立80周年記念イベント・取り組み

新規事業の創出、
新技術への取り組み

　スタートアップ企業数社と協業を目指して実証実験に取
り組んでおります。そのうち 1 社とは、製造現場において、
VR を用いた研修の効果検証を行い、有効との結果から、
当社内にて専門の部署を設置し、製造業向けに VR のク
ラウドソフトを販売していくことを決定しております。

　樹脂すべり軸受は優れた低摩擦特性を示すことから、
自動車部品をはじめ、多岐にわたり利用されています。
近年、この樹脂すべり軸受に対して更なる低フリクション
の要求が高まり、当社は、この要求に応えるため、従来
よりもさらに低摩擦性を有する材料開発に取り組んでまい
りました。
　その結果、2019 年度に新たな樹脂すべり軸受の展開
を自動車部品分野で開始し、今後本材料が適用されるア
プリケーションは多岐にわたると期待され、新規の市場を
開拓していきます。

　非軸受製品向けの材料開発として、吸音性、吸水性、
放熱性などの優れた機能と、金属の強度や耐熱性とを併
せ持つ多孔体製品を市場に投入すべく、従来より製造販
売しているアルミニウム吸音材カルムの材料製造技術を
ベースに研究開発を行っています。
　その特性から本製品が搭載されるアプリケーションは自
動車部品や設備、公共
建築分野など多岐にわ
たると期待され、今後
の新規市場の創出を推
進していきます。 　二輪車及びレース向けエンジン用すべり軸受は、高回

転、高負荷の運転環境下で使用されています。エンジン
性能は向上し、エンジンの更なる高出力化の要求に応え
るため、摩擦摩耗特性に優れる材料開発に取り組んでお
ります。その結果、2019 年度に新たな表面処理 ( 金属めっ
き ) を施したすべり軸受の生産を開始し、エンジンの高性
能化に貢献しています。

大同オープンイノベーション
創出活動

低フリクション樹脂すべり軸受
材料の開発

金属多孔体型機能材料の開発

二輪車及びレース向けエンジン用
すべり軸受の開発

新記念館イメージ図

食堂メニューリニューアル

プロボノ活動の様子　（左：おさんぽや　右：シェイクハンズ）   

アルミニウム吸音材カルムを
用いたパーテーション

DDLシリーズ

工場にいるかの
ようなVR体験

　創立 80 周年を記念し、機関投資家や報道関係者の方々
をお招きして工場見学会を開催いたしました。
　当社会長より創立 80 周年の挨拶を行い、今後新規事
業展開を目指す再生エネルギー関連を含む TMBS（ターボ
マシナリーベアリングシステム）の事業紹介をした後、工
場を見学していただきました。
　また、当社の主力製品である自動車エンジン用軸受の
マザー工場である、大同プレーンベアリング株式会社の
工場も見学いただきました。質疑応答の場では、新規事
業である風車ビジネスなどの進捗状況について、また自
動車関連では、工場のコスト低減活動の取り組みや更なる
シェアアップを目指した施策についての質問があり、投資
家や報道関係者の方々と当社役員との積極的な対話の場
となりました。

工場見学会の開催

新規事業の創出 新技術の開発

新技術の開発

新規事業の創出

新記念館の建設
～2021年春の利用開始を目指して～

　現在犬山事業所にある記念館は、1969 年に当社創立 30
周年を記念して建設されました。昨年に創立 80 周年を迎え、
さらに 100 周年、未来につながるオフィス・厚生棟を作ろう
とのことで 80 周年記念館の建設が決定。2021 年春の利用
開始を目指して建設中です。新記念館は、太陽光発電、自然
光を取り入れた爽やかな食堂、憩いの場となる緑化された屋
上庭園、応接室や大小会議室、男女別シャワールーム付き仮
眠室など様々な施設を備える予定です。また、2019 年度に
既存の記念館の食堂のメニューをリニューアルしております。

大同プロボノプログラム
〜当社のスキルや経験でNPO団体をサポート！！〜

　80 周年を機に、地域・社会貢献活動の一環として、地
元の NPO 団体を支援して、資金面で助成するとともに、

当社が仕事で培ったスキルや経験等を活かす、
プロボノプログラムを開設しました。昨年度は
NPO 支援先である「おさんぽや」と「シェイク
ハンズ」と活動を行い、終了時のアンケートで、
満足とのコメントが大半でした。2020 年度も
同取り組みを継続しており、新たな NPO を支
援しています。

創立80周年記念イベント・取り組み
2019 年 11 月 4 日に 80 周年を迎え、その後、開催もし
くは継続している活動についてご紹介します。

判治会長の挨拶
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工場見学会の様子�



に対して、現地で研修を受けているような能動的な体験が
できるVR研修などに活用しております。また、新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響をきっかけに、リモート研修の
ような人と人との接触を避けたスタイルへの対応など、本
製品及びサービスが製造業の皆様が抱える課題解決の一
助となるよう、総合すべり軸受メーカーとして80年を超え
る経験を活かして、ユーザー目線での導入支援サービスを
提供してまいります。
　新たな事業の柱として、国内では、吸音材であるカルム

（アルミニウム粉末を独自の方法で焼結した多孔質板）の
吸音効果の高さ、確かな品質を軸に様々な視点から市場を
広げ、売上拡大とアプリケーションの拡充を推進してまい
ります。
　欧州・北米・中国では、自然エネルギー分野における新事
業分野（当社既存事業の新用途開拓を含む）の風力発電用
軸受事業として、海上・陸上の風力発電ニーズが高く、風力
発電用軸受の需要増加が見込まれることから、当該製品を
製造する組織体制を構築、その推進に注力しております。
　新規事業創出に向けた社内体制として、2018年10月に
実績・経験のある既存事業に捉われずに新製品の開発に対
応するため、技術ユニット内に専門部署「未来創造室」を設
置し、様々な新領域研究の企画、基礎実験に取り組んでお
り、引き続き新規事業の創出に努めてまいります。

　中期経営計画を通じて世界5地域での生産・販売体制の
拡充を計画どおり進めましたが、グローバルで強固な経営
基盤を確立するには、グローバル最適生産・販売体制の再
構築、グループ組織の戦略的再編、グローバル研究開発体
制の強化・確立、また、従来から取り組んでおりますグロー
バルでの品質保証体制（世界中で同じレベルの品質保証
体制）を一段と強固なものとすべく、具体的なテーマを掲
げ取り組みや活動を進めており、お取引先様からパート
ナーとしての高い評価を頂戴しております。
　また、IoT活用による新生産システム導入など、中期経営
計画の期間を通して、経営環境の大きな変化に柔軟に対応
できるよう、これらの課題に対しても全力を挙げて取り組
んでおります。
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中期経営計画の基盤となる
「ESG経営による企業価値の向上」を通じて
大同メタルグループの企業価値の向上と
持続的発展に努めてまいります。

代表取締役会長
兼 最高経営責任者

はじめに

　私たち大同メタルグループは、1939年（昭和14年）に
名古屋において操業を開始、昨年80周年を迎えました。創
業以来、自動車分野を中心に船舶、建設機械、一般産業な
どあらゆる産業分野における装置の回転を支える世界で
唯一の「総合すべり軸受メーカー」として、常にお客様の声
に耳を傾け、また品質への追求、製品への付加価値の向上
など世界のトライボロジー（摩擦・摩耗・潤滑）リーダーとし
て、常にトップレベルの魅力ある製品を提供することで、世
界中のお取引先様から信頼されるビジネスパートナーとし
ての評価を頂戴しています。また、軸受事業以外の新たな
事業の柱に着手し、現在は世界15カ国に44拠点を有する
グローバル企業に成長してまいりました。　
　大同メタルグループの経営方針として、「企業理念」、「行
動憲章」、「行動基準」、「行動指針」及び「環境基本方針」を

トップメッセージ

　2018年度から2023年度までの6カ年の中期経営計
画として「Raise Up “Daido Spirit” ～Ambitious, 
Innovative, Challenging～」（“大同スピリット”を更な
る高みに引き上げ、大きな飛躍を果たす～高い志、改革す
る意欲、挑戦する心～）を進めております。環境変化が激し
く、予測が難しい状況下であるものの、大同メタルグルー
プの進化のスピードを上げて、揺るぎない体制を創りあげ
てまいります。　　

　すべり軸受の全分野において世界市場でトップシェアを
獲得し、同分野での揺るぎない地位の確立を目指してお
ります。具体的には、既にトップシェアの自動車エンジン用
半割軸受、ターボチャージャー用軸受（スモールターボ）、
舶用低速ディーゼル用エンジン軸受に加え、舶用・産業用
中高速エンジン軸受、水力・火力・風力発電用特殊軸受や
ポリマー軸受を含む一般産業用軸受などすべり軸受の全
分野での世界トップシェア獲得を目指し、各軸受分野とも、
マーケットシェアを高めるべく、新規開拓活動、価格競争
力・品質・生産性向上に取り組みます。アルミダイカスト製
品については、主に電動化自動車用アルミダイカスト製品
を生産する子会社DMキャスティングテクノロジー（タイ）
CO.,LTD.が2020年2月より稼働しました。
　今後、電動化自動車市場でのプレゼンスを一層高めてま
いります。

　新規事業につきましては、オープンイノベーションの取
り組みにより、スタートアップ企業「株式会社スペースリー」
と2020年9月に業務提携契約を締結し、同年10月にVRク
ラウドソフトのライセンス販売を本格的に開始しました。近
年、製造業で大きな課題となっている人材育成や技術継承

中期経営計画「Raise Up “Daido Spirit”」を
全員参加で確実に遂行

第1の柱

既存事業の磨き上げ　
“真のトライボロジーリーダーへ”

第2の柱

新規事業の創出・育成　
“新たな事業の柱を築く”

掲げ、事業活動を通して社会に貢献、また、技術立社として、
トライボロジーの領域から、産業技術、環境保全技術の発
展に向け積極的に取り組み、企業としての社会的責任を果
たしていく所存であります。
　2020年度は、社員一丸となって推進している中期経営
計画の前半最終年度であります。新型コロナウイルス感染
症の拡大等による事業環境の変化やリスクの顕在化に注視
しつつ、柔軟かつ迅速に対処し、この機会に、これまでの業
務の在り方や、当社グループの状況を見極め、ひとつひとつ
策を打ち、「Raise Up “Daido Spirit”」の精神で、この苦
境を乗り越え、中期経営計画の達成に挑戦してまいります。
　またCSR活動を重視して、SDGs活動の推進、ESGに適
合した活動に取り組み、今後90周年、100周年と飛躍し、
中長期的な企業価値向上に努めてまいります。

第3の柱

強固な基盤の確立
“システム、財務基盤などの経営基盤の整備”



コーポレート・ガバナンス

による他の取締役に対する監視監督を図っております。
　当社は「コーポレートガバナンス委員会」を組織し、当
社のガバナンスに関する基本的な考え方を定めるととも
に、取締役会の実効性評価制度を導入し、評価結果を基
に運営改善を続けています。
　当社のガバナンスに関する取り組み内容につきまして
は、2020 年 7 月にコーポレートガバナンス報告書として
開示しています。

野を新規ビジネスとし
ていくのか、または、
既存のビジネスにつ
いて何を強みとして拡
販していくのかといっ
た点に興味や質問が
集まりました。

　当社では、期末決算発表時と第2四半期決算発表時に名
古屋証券取引所内にて報道記者の方を対象に記者会見を
行っております。
　記者会見では当社会長より、業績や設備投資に関する説
明や、今後のビジネスの見通しについての質疑応答を行い
ました。
　また、この度、フェアディスクロージャールールに対応して
記者会見での説明内容と質疑応答を含めた議事録を作成し、
当社WEBサイトにて開示いたしました。今後も、当社の情報
を幅広く、積極的かつ公正に開示するよう努めてまいります。

						    
		
　当社は、株主をはじめお客様、従業員など様々なステー
クホルダーの皆様から信頼される企業であり続けるために、
会社の持続的な成長と中長期的な企業価値を高めることを
目指した取締役会体制を構築しております。加えて、経営
効率を高めるために執行役員制度を導入し、また、透明性・
公正性・公明性を高めるために社外取締役及び社外監査役

						    
		
　投資家の皆様との対話を促進し、持続的な企業価値創造
につなげていくとの目的から、積極的にIR活動を行っており
ます。	

			 
　「名証IRエキスポ
2019」にて、「上場企
業プレミアム説明会」
に初参加いたしまし
た。70席ご用意いた
だきましたが事前予
約にて満席となり、当
社に対して大いに興味を持っていただいている方々を目の
前に襟を正される思いでした。
　また、ブースでの30分刻みのミニ説明会の開催や1日2
回のブースツアーの受け入れでも、立ち見の回もあるほど、
投資家の方々にお立ち寄りいただきました。投資家の方々
からは、軸受以外のビジネス等、今後、当社がどのような分

名証IRエキスポ2019にて
「上場企業プレミアム説明会」に初参加

フェアディスクロージャールールの対応
〜名古屋証券取引所での決算記者会見議事録の開示〜

プレミアム説明会の様子

ミニ説明会の様子

■ コーポレート・ガバナンス体制図　2020年7月1日現在
株主総会

取締役会
監査役会

監査役（3名）（内、社外監査役2名）

監査公認会計士等
（会計監査人）

監査センター
（内部監査）

・代表取締役会長兼最高経営責任者
・代表取締役社長兼最高執行責任者

・専務執行役員（2名）
・常務執行役員（2名）

アドバイザリーボード
（4名）

選任・解任
諮問

取締役（6名）（内、社外取締役2名）

答申

業務執行の報告

報告

報告

指示

指示

推進・
指導

連携

業務
執行の
指示

（社内2名、社外2名により構成する）

コーポレートガバナンス委員会
企業行動倫理委員会
リスク管理委員会

（取締役、執行役員及び
管理職より選任し構成する）

報告

監査
選任

連携連携

連携

連携

（代表取締役社長兼最高執行責任者直轄）

解任

監査公認会計士等の選任・解任
不再任に関する議案の決定

選任・解任
不再任

監査

監査

代表取締役（2名）

経営戦略会議

業務執行

各部門、支店

報告 指示

・上席執行役員（5名） 
・執行役員（13名）

コンプライアンスユニット
コンプライアンスセンター
（内部統制部門）

連携

連携

コーポレート・ガバナンス体制

IR 活動

コーポレート・ガバナンス
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バナンス）経営による企業価値の向上」を成長基盤として
掲げております。
　環境(E)の側面においては、製品・事業分野において新
規事業の創出や自動車産業等における低燃費化に貢献す
る環境にやさしい新製品、環境貢献への付加価値を高める
べく新材料開発を行うとともに、品質の分野においても、
更なる強固な品質保証を実現すべく品質改革を推進し、世
界の当社関係会社と一体となったグローバルな活動を進
めております。環境に貢献する製品の開発・拡販に加えて、
CO₂の削減（省エネ）、廃棄物の低減対策、環境リスクマネ
ジメントへの対応など継続的に活動を実施しております。　
　社会(S)の側面においては、当社及び国内外各拠点にお
ける社会貢献活動、地域の方々を迎える「ふれあいトリオ
コンサート」への協賛、工場見学会の開催などを企画する
とともに、障がい者の皆様に安心して働いて頂けるよう愛
知県小牧市に農場を設置する取り組みを行ってまいりまし
た。また2018年10月に「大同メタルグループ健康経営宣
言」を制定し健康経営の取り組みを積極的に推進してきた
結果、経済産業省と日本健康会議が選定する「健康経営優
良法人（大規模法人部門）」に認定されました。
　ガバナンス(G)の側面においては、企業の持続的な成
長の基盤となる堅固な統治体制を整えることを重視し、コ
ンプライアンスの徹底やコーポレートガバナンス・コード
を踏まえた取締役会の実効性評価制度の導入など、体制
充実を進めてまいりました。これらの取り組みについてス
テークホルダーの皆様と広くコミュニケーションを行うた
め、東海地区でIRイベントを実施したほか、決算説明会、
各種展示会への出展を通じ、対話の充実を図ってまいり
ました。また、新たに開設したIRサイトにESG情報を掲載
することにより、非財務情報の積極的な開示を進めてまい
りました。
　最後に、当社グループは現在、グローバル企業としての
責任を果たすため、「持続可能な開発目標（SDGs）」で掲げ
る諸目標の達成に向けた取り組みも積極的に進めており
ます。しっかり職場に根ざした活動となるよう従業員への
周知活動を実行すると共に、SDGsの目標及びターゲット
を将来に向けての羅針盤と捉え、事業活動を通じて社会課
題を解決し、世界で存在価値のある会社を目指してまいり
ます。
　皆様には、今後も更なるご支援ご鞭撻を賜りますようお
願い申し上げます。

　当社グループにおいて、各地域で多種多様な人々の長
所を生かすべく、グローバルな人事採用やダイバーシティ
に意を用いた採用活動を促進し、今後の当社グループの
一層の成長を担う人材の確保に努めております。さらに教
育・研修を充実させるほか、従業員満足度調査結果を踏ま
えた人事諸施策を推進するとともに、ポータルサイトを活
用し、社内で風通しの良い職場環境を整えることにより、将
来の成長を見据えた社員間の活発な議論、コミュニケー
ション、ワークライフバランスの深化を通し、組織の活性化
に努めております。
　また、ワークスタイル改革として、総労働時間短縮に向
けた取り組みを実施しており、「大同メタルグループ健康
経営宣言」に基づき、従業員の心身の健康増進を重要な経
営課題の一つと捉え、今後もさらに、多様な人材がその個
性と能力を十分に発揮し活躍できる職場づくりの実現と環
境の整備を推進してまいります。
　80周年記念イベントの一環として企画された、犬山事業
所「新記念館」の2021年春の利用開始を目指しており、福
利厚生の充実、従業員のモチベーション向上に寄与するも
のと考えております。

　大同メタルグループではCSRを、「企業市民として責任
ある行動が求められるなかでメーカーの企業活動を通し
て社会に貢献する役割を持続するのはもちろんのこと、法
令遵守や社会貢献をはじめとする企業の社会的責任を積
極的に果たし、お客様・株主様・従業員・お取引先様、さらに
は地域社会から信頼される企業となること」と定義し、活動
に取り組んでおります。
　また、当社グループは、中期経営計画「Ra i se  Up 

“Daido Spirit”」において「ESG（E：環境　S：社会　G：ガ

重要な経営課題との認識のもと、
CSR（企業の社会的責任）活動、
SDGs達成に向け取り組む

第4の柱

組織・コミュニケーションの活性化　
“外部環境に適応した柔軟で
活力ある組織づくり”

トップメッセージ



コーポレート・ガバナンス

　2019 年 7 月に当社及び国内関係会社の就業者（派遣社
員を含む）3,179 名を対象に、「行動基準理解度チェック」を
実施しました。今後もこのような取り組みを通じ、当社グルー
プの行動基準の理解度向上を図る
ことで、コンプライアンス意識の
更なる醸成に努めてまいります。

　2019 年度において、国内グループの各社にて個別に定
めておりました個人情報の基本的な取扱いルール（個人情
報保護法による個人情報保護方針等）を統一しました。こ
れにより、グループ一丸となって個人情報保護の徹底を図
るとともに、法改正等に速やかに対応できるよう基盤づくり
を行いました。今後も従業員へ
の教育を継続して行うとともに、
取扱いルールの遵守徹底を行っ
てまいります。

						    
		
　当社グループでは、コンプライアンスを「法令及び社内
規程の遵守だけに留めることなく、従業員全員が地域社会
のルールやマナーなど、当社グループの一員として良識と
責任をもって行動すること」と捉えています。
　当社では、コンプライアンスを基盤とした事業活動を行う
ため「大同メタルグループ行動基準」を作成し、全ての従
業員に周知徹底を図るとともに、コンプライアンスに関する
諸施策を審議する場として、コンプライアンスユニット長を
委員長とする「企業行動倫理委員会」を設置しております。
また、コンプライアンスに関する報告や相談を行う制度とし
て社内外に「報告相談窓口」を設けており、コンプライア
ンス違反の懸念がある事項の早期発見と、情報提供者の保
護を制度化しております。	
　当社グループにおけるコンプライアンスの状況は、定期
的に企業行動倫理委員会から取締役会に報告されており、
グループ一丸となってコンプライアンス経営を実現しており
ます。

コンプライアンス教育
行動基準理解度チェックの実施

社内広報誌にて掲載

個人情報保護方針■ 企業行動倫理委員会（編成メンバー）
　 2020年7月現在

企業行動倫理委員会

連携

報告

報告

報告

報告
（重大なもの）

助言指示

行動憲章
行動基準教育

教育

啓蒙 報告・相談
① 原則

指示

指示

相談報告

運用体系図

委員長（コンプライアンスユニット長）

取締役会 監査役会

賞
罰
委
員
会

委員（人事企画ユニット長他）6名

事務局（コンプライアンスセンター）

報告

指示

② 報告・
相談

指示

③ 報告・相談

通知

企業行動倫理委員会

コンプライアンス担当
執行役員

コンプライアンス
センターチーフ

部門長

社員

社内報告
相談窓口

社外報告
相談窓口

個人情報管理
関係会社における個人情報管理ルールの統一化を推進

　当社グループを取り巻くリスクを管理するためリスク管理
委員会を組織しており、事業活動における様々なリスクに
対応するため「リスクの洗い出し」、「リスクの評価」、「リス
ク低減対策の実施」、「リスク管理委員会・経営会議への報
告」のサイクルを回し、リスク管理の社内体制を構築して
います。
　グループ会社におけるリスク管理体制の強化も推進し
ており、各拠点のリスク管理担当者を中心に、リスクの洗い
出し、評価、必要に応じた低減対策を進め、定期的に当社の
リスク管理委員会において管理状況を把握しています。
　今後もグループ会社全体のリスク管理体制を一層強化
してまいります。

■ リスク管理委員会（編成メンバー） 2020年7月現在

委員長（代表取締役社長）

副委員長（人事企画ユニット長）

委員（主に取締役及び執行役員により組織する）12名

事務局（コンプライアンスセンター）

　リスク管理委員会の下部組織で、会社情報を管理する
関係部門で編成する「情報管理部会」を設けています。

■ 情報管理部会

コンプライアンス

リスクマネジメント

　東海沖４連動巨大地震が予想される中、各企業は BCP
（Business Continuity Plan）活動の対応強化を図っていま
す。午前中の秋季防災訓練は全員を対象とした避難訓練を
実施、午後からは BCP を中心とした訓練を実施しました。
BCP 訓練ではこれまで、各分隊での復旧訓練が一通り終わ
り、2019 年度は原
点に立ち返り、地
震発生後における
工場立ち入り時の
緊急点検などを行
いました。
　今後とも訓練の
想定内容を充実さ
せ、更なる対応の
強化をしてまいり
ます。
	

　お取引先様へ「CSR 調達ガイドライン」を展開しており、
本ガイドラインを参考に積極的な活動推進をお願いしてい
ます。
　また、CSR 自主チェックシートを展開し、各社で活動
推進状況を認識いただき、当社としても活動推進状況の確
認をしています。

　2020 年 4 月に新型コロナウィルス感染症対応として
在宅勤務の活用が増加したことを受け、在宅勤務時のＥ
メールやデータ保管、通話等における情報管理のルール
を作成し、全従業員に周知しました。今後も、経営環境
の変化に対応し、情報管理に関するルールの見直しを行
い、情報漏洩等さまざまな
情報リスクに対応していき
ます。

　2019 年 12 月以降、中国武漢市で発生が報告された新型
コロナウイルス感染症は、瞬く間に全世界に蔓延し、非常に
多くの方が亡くなられております。日本政府は、3 月末に対
策委員会を設置し、5 月には日本全国に対する緊急事態宣
言を発令するなど、各種対策を実施してまいりました。当
社でも、4 月に新型コロナウイルス対策委員会を編成・設
置し、対応方針の決定や各種対策を実施してきました。対
策のため、発信した社内文書は 30 を超えました。
　新型コロナウイルス感染症の脅威がなくなったわけでは
なく、「新しい生活様式」を取り入れ、引き続き新型コロ
ナウイルス感染症の感染防止対策を進めてまいります。

秋季防災訓練・BCP訓練の実施

新型コロナウイルス感染症（COVID‐19）
対応

情報リスク管理強化への取り組み
〜コロナ禍での情報管理〜

CSR調達ガイドラインの策定とCSR自主
チェックシート展開

CSR 調達ガイドライン

CSR 自主チェックシート
食堂では人との間隔をとって食事社内広報誌での展開

入門時の検温

BCP 机上訓練 BCP 副本部長講評

BCP 机上訓練 対策状況を報告する様子

■ 社内の広報誌や、社内ポータルで 
取り組み事項を展開

BCP（Business Continuity 
Plan） 活動
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工場内照明の LED 化

環境

屋根遮熱断熱塗装による空調電力削減

コンプレッサー運転方法の最適化

工場内照明及び事務所照明のLED化、
エアー・蒸気漏れ点検の実施

* 燃料…重油・灯油・軽油・LPガス・都市ガスを主に使用
  原単位…CO2排出量・電力使用量・燃料使用量／生産金額で計算。

※CO2換算係数は省エネ法の換算係数で計算しています。

岐阜工場　第 2 工場　屋根塗装後

項目 範囲 環境目標（2019年度目標） 主な活動（2019年度） 活動結果（2019年度） 削減率

地球温暖化防止 
・省エネルギー

大同メタルグループ
（国内）

CO₂排出量を2019年度末までに2018年度排出量未満とする。　　　　　　　　
●CO₂排出量：	 70,057t未満

●省エネ中長期計画の
　進捗管理
●省エネ機器の導入検討
●環境改善事例の横展開

●CO₂排出量（実績）	 62,939t　10.2%

大同メタル工業

CO₂排出量を2019年度末までに2018年度排出量未満とする。　　　　　　　　　　
●CO₂排出量：	 37,193t未満

●CO₂排出量（実績）	 33,107t　11.0%

●エネルギー原単位目標
CO₂原単位を2019年度末までに2013年度比6％低減する。
・CO₂原単位	 595.35ｇ-CO₂／千円

各エネルギー原単位を2019年度末までに2013年度比6％
低減する。

・電力原単位	 0.8448kwh/千円
・燃料原単位	 159.33g-CO₂/千円

●エネルギー原単位

・ＣＯ₂原単位	 559.05ｇ-CO₂/千円

・電力原単位	 0.8684kwh/千円
・燃料原単位	 162.17ｇ-CO₂/千円

6.1%

 
△2.8% 
△1.8%

■ CO₂排出量推移（国内大同メタルグループ）
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　当社グループは地球温暖化防止への対応及びエネル
ギー資源の有効活用を目指して、環境目標を設定し、省エ
ネ活動を推進しています。

　岐阜工場第2工場の屋根へ遮熱断熱塗装を施工し、屋
根の表面温度の上昇を抑制することにより室内温度を低
下させ、空調に使用する電力の削減を行っています。屋根
裏部材からの輻射
熱（遠赤外線）によ
り、体感温度も下が
り、熱中症の予防に
もなっています。

　当社犬山事業所内にあります、ＴＭＢＳ工場では、複数台
のコンプレッサーを併用することで得られる圧縮エアーを
利用し、製品加工を行っています。夜間は無人運転が可能
な自動加工機のみの稼働となり、圧縮エアーの消費量が
少なくなります。夜間に連続稼働していた複数台のコンプ
レッサーの稼働状況を最適化し、無駄な圧縮エアーの供給
を削減しました。この改善によりコンプレッサーの稼働時

　省エネ活動において工場内照明及び事務所照明のＬＥＤ
化を推進しています。また工場の配管を点検し、エアー・
蒸気などの漏れをな
くすことにより、ボ
イラーなどへの負荷
が低減され、使用す
るエネルギーの削減
に努めています。

環境活動目標と結果

事業所における削減活動

地球温暖化防止への取り組み

間が少なくなり、待機電力の削減を行っています。

環境

　環境活動を推進するため、ISO14001の規格の運営に
携わる従業員への環境教育の一環として、ISO14001の
環境内部監査員教育を、外部講師を招いて行いました。講
習を通じ従業員の環境マネジメントシステムへの理解を深
め、力量の向上に努めています。

　当社事業所内では、緑化運動を進めており、緑のカーテンを
毎年実施しています。カーテンで使用する苗木の種まきには新
入社員に参加をしてもらい、また植え付けにはETC（欧州テクニ
カルセンター）からの研修生が参加し、環境教育も兼ね、緑化運
動を進めております。2017年度から、3年連続で犬山市より、会
社内外への当活動が認められ、表彰されております。

　当社犬山事業所の近隣では、米づくりが盛んであり、田植
えの始まる４月に、毎年地域の方と「河川の清掃活動」を行っ
ています。清掃活動では、河川の石・藻
の除去、草刈などを行っております。
　当社敷地内の環境活動だけでなく、
地域の環境へ目を向け、継続した環境
改善に取り組んでまいります。

環境内部監査員講習の様子（2019 年 10 月 8 日）

河川の清掃活動の様子（2019 年 4 月 22 日）

環境教育（環境内部監査員講習の開催）

環境リスクマネジメント
（環境緊急事態対応訓練）	

　当社では地域への環境影響の未然防止として、様々なリス
クを検討しており、突発的な事故が発生した場合を想定した
緊急時の対応訓練を毎年実施しております。2019年度にお
いては、運搬中に薬品が零れたことを想定し、外部への流出
防止に対応した訓練を実施しました。管理部門である環境安
全センターも参加し、訓練後には
意見交換がなされ、工場現場と
相互のレベルアップにつなげて
おります。

訓練の様子（2019 年 9 月 20 日）

海外からの研修生と一緒に写真

団体緑化部門 入賞（賞状）

遠心脱油機設置による
洗浄液の油分分離

　当社グループの産業廃棄物の中ではめっき工程や加工
工程から発生する廃棄物が大きな割合を占めています。
めっき廃液の削減や潤滑油・溶剤の再利用等による減量な
どの取り組みを実施しています。
　引き続き、削減・減量対策を「環境会議」で検討し,今後と
もきめ細やかな削減活動を継続して実施していきます。
■ 集計範囲
大同メタル工業、大同プレーンベアリング、大同インダストリ
アルベアリングジャパン、大同メタル佐賀、エヌデーシー、飯
野製作所
■ 集計期間
2019年度(2019年4月1日～2020年3月31日)

■ 廃棄物排出量推移
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環境教育・訓練

廃棄物削減活動

その他　環境活動

◦地域河川の清掃活動へ参加

◦緑のカーテンの設置
　（犬山市緑のカーテンコンテスト入賞）	
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社会

　全ての事業活動に伴う環境負荷を継続的に改善する
ツールとして、ISO14001の認証取得をしており、環境委
員会にて積極的に推進してきました。
　現在、大同メタル工業に加えて2008年2月には大同ブ
レーンベアリング株式会社を、2013年3月には大同インダ
ストリアルベアリングジャパン株式会社を、2018年２月に
は大同メタル佐賀株式会社を当社の１サイトとして組織化
をし、認定取得しております。

国際規格(ISO14001)への対応

登録証番号 JQA-EM1402

◦ ISO14001 認証取得の経緯 国内 ISO14001 取得事業所・工場
（JQA-EM1402）

◦大同メタル工業（株）
・本社
・犬山事業所
・岐阜工場

◦大同メタル販売（株）
◦大同ロジテック（株）
◦大同プレーンベアリング（株）
◦大同インダストリアルベアリングジャパン（株）
◦大同メタル佐賀（株）

　環境会計においては、環境保全活動の費用対効果を明
確に環境経営に反映させるとともに、その情報を公表する
ため、2001年度より環境コストと効果を把握する取り組み
を行っています。集計方法や分類などは、環境省ガイドラ
インを参考にしていますが、100%環境コストと特定でき
る項目に限定しました。

　2019年度に使用した材料、エネルギー量、水資源の量、
排出した廃棄物量は次の通りです。

注）投資は2019年度検収分にて計算しております。
　 複合的コスト（環境目的とそれ以外の目的を併せ持つコスト）は集計していません。
　 人件費は業務時間比率で按分しております。	
*各数値は四捨五入のため、個々に足した値と合計額が異なる場合があります。

■ 環境保全コスト
分類 内容 投資費用額

事業エ
リア内
コスト

公害防止コスト 大気・水質・騒音対策など 125.0

地球環境保全コスト 温暖化防止・省エネなど 40.1

資源循環コスト 廃棄物削減・処分・リサイクルなど 199.2

管理活動コスト 環境教育・EMS 認証取得維持・環
境保全活動の人件費など 24.9

研究活動コスト 環境負荷低減の研究・開発費 60.1

社会活動コスト 緑化・景観・啓蒙活動など 3.6

環境損傷コスト 土壌汚染等の修復費 18.7

計　 471.6

■ 集計範囲
大同メタル工業、大同プレーンベアリング、大同インダス
トリアルベアリングジャパン、大同メタル佐賀、エヌデー
シー、飯野製作所
■ 集計期間
2019年度(2019年4月1日～2020年3月31日)	

■ 集計範囲
大同メタル工業、大同プレーンベアリング、大同インダストリ
アルベアリングジャパン、大同メタル佐賀、エヌデーシー、飯
野製作所
■ 集計期間
2019年度(2019年4月1日～2020年3月31日)

■ 事業活動と環境負荷

原材料
鋼材 	  40,317t

　 非鉄 	  7,622t

エネルギー
電力 	  114,005千kWh

　 A重油 	  2kℓ
　 灯油 	  116kℓ
　 都市ガス 	 4,531千㎥
　 プロパン 	 451t
　 ガソリン 	  25kℓ

水
1,103 千㎥

事務系資材
コピー紙 	 34t

化学物質
PRTR 届出
対象物資 	 384t

設計・開発

　

調達

製造

物流

使用

再利用

CO2排出量	
62,939t

　

■ A 重油 	  0.0%
■ プロパン 	 2.2%
■ 灯油 	 0.5%
■ ガソリン 	 0.1%
■ 軽油・ディーゼル 	 0.0%
■ その他 	  0.5%

排水量

1,068千㎥

産業廃棄物

2,735t

インプット 事業活動 アウトプット

エネルギーCO2 割合

CO2

電力 80.6%

都市ガス 16.2%

環境

（単位：百万円）

環境マネジメントシステムの推進

環境会計 事業活動と環境負荷の全体像

社会

　全国安全衛生週間（7 月）、年末年始無災害運動（１月）
に合わせ、労使トップによる現場確認・パトロールを行っ
ています。毎年残存リスクの洗い出しとその対策内容、職
場で使用するうがい機・給水器の維持・管理状態なども確
認し、従業員の良好な職場環境の保持に努めています。
　また、パトロールでは、
労使トップ自ら、現場管
理者の活動内容のヒア
リングやアドバイスを行
い、安全に対する意識
向上に努めています。

　当社では、海外研修生の受け入れ時に安全教育を行って
おります。日本での安全についての考え方、取り組みにつ
いて説明し、危険に対する知識を深めた後に、各職場での
業務を行っていただき、労災発生の未然防止を進めており
ます。また海外拠点からの、日本国内での安全についての
取り組み状況・手法についての問い合わせに対応しており、
来日された監督者など
への個別の説明会を実
施するなど、教育の場
を広げ安全意識の向上
に努めています。

　当社では、事業所内の主要箇所及び地域の方にもご利
用いただけるよう正門の守衛室に AED を設置しておりま
す。また設置のみではなく、定期的に消防署主催の救命訓
練に参加し、要救護者が発生した際の応急措置と AED 操
作について学んでおります。訓練では救急車が到着するま
での一連の対応に加え、
AED の操作方法を学び、
万が一の事態にも落ち
着いて対処できるよう、
知識の習得及び意識の
向上に努めています。

　当社では、人間尊重の経営理念のもと、「労働災害ゼロ」
を目指した労働安全衛生活動に取り組んでおります。主
要な国内の生産拠点を中心に、２００３年から OHSAS( 労
働 安 全 衛 生マネジメントシステム）を取 得しており、
２０２０年９月には国際的な主要規格である ISO４５００１労
働安全衛生マネジメントシステムの適合証明を取得してお
ります。

　当社の安全活動の一環として、部門の管理者を対象と
し、機械運用の安全管理の教育を行っています。生産設
備の設計・製作・運用の各段階でのリスクアセスメントや、
リスクに対する作業面または設備面の改善の重要性につ
いて学び、リスク低減活動の推進を行っております。
　また機械運用の安全管理の教育を受けた SBA（Safety 
Basic Assessor) 講 習を
開催、その資格者により、
設備改善が安全かつ有効
に機能しているかについて
も確認を行っています。

安全方針とOHSAS取得状況

SBA（Safety Basic Assessor)　
社内講習の開催

登録証番号 JQA-OH0045

社内講習の様子

労使トップパトロールの様子

海外研修生への安全教育の様子

犬山消防署での救命訓練受講の様子

グローバル安全活動
～海外研修生への安全教育の実施～

救命訓練受講

各種全国安全・衛生週間活動での
労使トップによる対策状況確認

安全衛生基本方針

大同メタルグループは、人間尊重の経営理念に基づ
き、かけがえのない従業員の安全と健康を確保するた
め、労働安全衛生水準の向上を重点課題と位置づけ、
必要な経営資源を投入し活動を推進する。

認証取得範囲　ISO45001 取得事業所

◦大同メタル工業（株）
・本社
・犬山事業所
・岐阜工場

◦大同メタル販売（株）
◦大同ロジテック（株）
◦大同プレーンベアリング（株）
◦大同インダストリアルベアリングジャパン（株）

安全衛生活動
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社会

　2019 年 12 月 10 日に DQC サークル大会が開催されま
した。毎年恒例となっており、各生産拠点から選抜された優
秀な改善事例が発表されました。
　表彰式において、上位サークルには副賞として、金賞は海
外関係会社（タイ）、銀賞は海外関係会社（韓国）へ相互研
修、銅賞はＱＣサー
クル全国大会（福岡）
へ聴講参加が贈られま
した。
　今後も QC サーク
ル活動を通じて品質
問題や業務改善を進
め、職場の活性化と
従業員の成長に努め
てまいります。

　 第 29 回 CIMAC（ 国 際 燃 焼 機 関 会 議： Conseil 
International des Machines a Combustion）が、2019
年 6 月 10 日～ 14 日にカナダのバンクーバーで開催され、
当社から欧州テクニカルセンタ－（UK）が参加いたしま
した。
　今回当社は、環境にやさしい Pb （鉛）フリー複層オー
バレイの紹介及び、試験結果による現行製品比の耐久性、
なじみ性等の軸受性能向上について研究発表を行いまし
た。

発 表 名： High Performance Tin-Based Adaptive 
Multilayer Overlay for Medium and High-Speed 
Diesel Engine Journal Bearings

　次回は、2022 年
に韓国釜山にて開催
されますので、引き
続き参加を予定して
おります。

						    
		

　品質は全ての面に要求される最重要課題であり、それを
満たすために QC 方針を定め、2019 年度は、「いつも“品
質は生命”に徹しお客様のニーズに沿った、より適切な品質
の製品を生産し提供する」というスローガンのもと、品質向
上活動に取り組んでいます。
					   
	

　当社では国内外の関連会社も含めて国際品質規格
ISO9001、IATF16949 を取得しております。IATF16949
は自動車エンジン用軸受、自動車部品を担当している部門
が取得していますが、更新審査に伴い新たな事業カンパニー

（当社第 4 カンパニー）のサーマロイグループも対象に加
わり、認証拡大されました。
　今後も、品質管理、品質保証
でグローバル企業として信頼を
得ていきます。

　当社は無資格者の検査やデータ改ざんなどのいわゆる品
質偽装対策として、2017 年 12 月から約 2 ヵ月間にわた
り、品質に関するルール遵守状況について点検を実施しま
した。
　その結果、品質偽装の兆候は見られませんでしたが、管
理ルールの改善の余地が見られたものについては改善を
進めました。初回のチェックから２年が経過したため、
2019 年 12 月から約 2 ヵ月間同様の点検を実施し、品質
管理のレベルアップ・規定、ルール遵守の徹底を進めまし
た。
　今後も一層の品質改善や品質体制の強化に取り組んでま
いります。

国際燃焼機関会議：Conseil International 
des Machines a Combustion へ参加

IATF16949の認証拡大
（サーマロイグループも認証対象に）

品質チェックリストの展開

DQC＊サークル大会
（QCサークル活動推進）

2019年度ＱＣ方針

＊DQC・・・QC活動のQCに大同
メタルの“D”の頭文字を追加した
当社呼称

研究成果報告の様子

経営者と DQC サークル参加者　全体写真

改善事例発表の様子

お客様のために
　大同メタルメキシコは、グアダラハラ地区の日系企業
にお勤めの方のお子さんや現地に住む日本人の子供たち
が安全にそして充実した学習ができる環境整備・運営の
一助となるよう、日本語補習校に寄付をいたしました。現
在、7社の日系企業が同様の支援活動を行っております。
　この学校は、平日の放課後に毎日授業を行う世界に5校
しかない準全日制補習校の1つです。子供たちは現地の
学校に通いつつ、放課後にはこの補習校に通って（月～金
まで）日本語の学習をしています。
　現地で働く日本人の方が、ご家族を含め安心して働け
るような学校運営のサポートをしています。

　大同精密金属（蘇州）有限公司は、昨年、蘇州工業園区
慈善基金会の組織である、蘇州工業園区ボランティア協
会に「巧楽坊」という活動があることを知り、この活動に支
援を行いました。「巧楽坊」の主旨は、“環境の保守、人と自
然との調和を維持し、美し
い未来をみなで作ろう”と
いうものです。
　この活動は月に１回開催
され、幼稚園、小中学校、企
業が参加し、植物を植えた
り、廃棄品（余った布やビン
等）を活用した装飾品の作
成、アウトドアスポーツの
実施、ごみの分類に関する
講座を開くといった活動を
行っています。
　今回、支援活動を通じて

「愛国単位」の称号をいた
だきました。今後もさらに
より多くの人に環境保護に
ついて呼びかけていきた
いと思います。

環境貢献活動
［大同精密金属（蘇州）有限公司］

						    
		

　2019年6月、犬山事業所では「大規模災害時における
燃料等の提供に関する協定書」を犬山警察署と結びまし
た。この協定は、犬山市とも結んでおり大規模災害発生時
に当社が保有するタンクからガソリンや軽油を警察車両
などに供給するものです。
　地域社会と共存共栄のために、人命救助活動などを行
う緊急車両の燃料に利用していただきます。警察署長か
らは 、「 すぐ近くで
給 油できるので非
常に心強い」とのお
言 葉をいただきま
した。

　2019年8月、当社は、九州北部で発生した集中豪雨に
よる甚大な被害に対し、被災地支援及び被災地の復旧に
役立てていただくために、義援金及び支援金を拠出いた
しました。

　当社インドの拠点であるBBL 大同プライベートLTD.（以
下、BBLD）が、 近隣の小学校（児童数35名）に寄付活動を
行っており、今年は、その寄付金で小さな教室が建設され、
そのオープニングセレモニーの招待を受け、現地社長が植
林を実施しました。
　毎年寄付を行ってお
り、小学校の机やパソ
コンにもBBLDの名前
が刻印されています。

社会貢献活動

海外グループ会社の活動
社会貢献活動・地域貢献活動

犬山警察署と「大規模災害時における
燃料等の提供に関する協定書」を締結

2019年8月、九州北部での
豪雨災害に対する支援の実施

近隣小学校へ寄付（小さな教室を建設）
［BBL 大同プライベートLTD．］

左： 犬山警察署長　　右：当社犬山事業所長
（協定書と一緒に撮影）

植林の様子

食事を楽しむ子供たち

廃棄品を利用して自分たちで作った装飾
品を持つ子供たち

日本の行事を楽しむ子供たち

愛国単位称号授与の様子

日本語補習校へ寄付
［大同メタルメキシコ］
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Close up

社会

　当社は株式会社エスプールプラスの共同農園（愛知県小
牧市下末に 2020 年 6 月オープン）を借用し、「心身に障
がいがあり、働きたくても働けない方を１人でも多く雇用
することで、社会参加の機会を提供したい」という思いか
ら、今回の農園参画を決定、そこで障がい者の方を直接雇
用する取り組みを開始しました。
　農場名は大同メタル工業で公募、ファームで働く皆さん
により選出、「大同メタルジョイフルファーム」と名付け
られました。

ビニールハウス（当社は「２区画（約100坪）」を
借りています）

リーフレタス

ファームで働く皆さん

“ありがとうございます”
というフレーズに思いをのせて

農作業は箱車で
横移動し、石の乾燥や
植え付け作業

ファームで働く皆さん、初めての会社訪問。当社の社員食堂で、
福利厚生の一環として「リーフレタス」と「水菜」の社内販売、完売でした！！

リーフレタス、はつか大根、小松菜、
水菜、ピーマン、きゅうり等を育てました。

共同農園は、パミスサンド（軽石）を使用した
水耕栽培、プランターは発泡スチロールで
清潔、安全に作業を行っています。

農園での障がい者雇用への
取り組み開始　2019年9月21日にDMK Family day を開催し総勢

120名の従業員及びご家族に参加いただきました。当日
は少しでも日本の文化に触れてもらいたくヨーヨー釣り、
折り紙、ぬりえ、けん玉等で楽しんでもらいました。
　また地域活動の一環として消防署と連携して、消防訓
練も実施しました。消防署のご協力のもと、日頃見ること
のできない消防車の見物や消防活動を体験することで子
供たちは大喜びでした。

　2019年9月7日に、大同メタルチェコファミリーデーが
開催されました。また、この機会をもって、大同メタル工業
の創立80周年記念も祝いました。
　今回のコンセプトは、「携帯電話やタブレットのことを忘
れて、体を動かしながら昔のゲームを楽しもう」ということ
でした。DMC*はチェコにある日本の会社なので、チェコ
のゲームだけでなく、日本のゲームも是非みんなに体験
してもらいたいとのことで、折り紙、習字、スーパーボー

　DPMSファミリーDAYは毎年、労働組合行事の一環と
して開催しています、2019年も従業員の家族を招き、11
月10日にDPMSで開催いたしました。中国では、共働き
が多く、普段は子供たちと一緒に過ごす時間が少ないた
め、参加した子供たちにとってはたいへん貴重な時間にな
りました。当日は、天気にも恵まれ野外で組合委員が考え
たゲームをしたり食事をしたりと、参加者は楽しいひと時
を過ごしました。

DMK＊ Family dayを開催
［大同メタルコトールＡＤ］

大同メタルチェコファミリーデー
［大同メタルチェコｓ.ｒ.ｏ.］

DPMS＊ファミリーDAY
［大同精密金属（蘇州）有限公司］

＊ＤＭＫは、Daido Metal Kotor AD の頭文字をとった社内呼称

＊ＤＰＭＳは、Daido Precision Metal (Suzhou) Co., Ltd.の頭文字をとった社内呼称

ゲームを楽しむ子供たちとご家族

工場見学の様子

参加者が消防車に集まる様子

日本の遊びを楽しむ子供たち

集合写真

＊ＤＭCは、Daido Metal CZEH s.r.o. の頭文字をとった社内呼称

左上・右下 
日本の遊び・行事を体験する子供たち

ルすくい、竹とんぼ、けん玉、こまなど、日本の遊びを用意
しました。従業員90名、家族メンバー86名、子供たち77
名、合計253名の方々に参加いただきました。参加者から
のアンケートでも「Dobré 素晴らしい 」の評価をいただ
き、イベントは成功に終わりました。

ビニールハウスの
床に人工芝を敷く作業
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　２０１６年１１月よりワークスタイル改革と称して、仕事と
家庭の両立に向けた活動を労使一体となって継続しており
ます。
　半年ごとに各職場の目標を記入したポスターを職場に
掲示したり、有給休暇については四半期単位で目標取得
日数を設定して未達成の場合はイエローカード、オレンジ
カード、レッドカードを発行して計画的な取得を促進してお
ります。また、毎週水曜日を全社一斉の定時退社日に設
定しており、残業を行う場合は届出を義務化しております。
　さらに、時間外・休日労働に関する協定届（三六協定）
についても、年間時間外労働時間の上限を段階的に下げ
ております。単なる労働時間の削減ではなく、業務の見
直しや効率化も同時に進めて更なる生産性向上に努めて
まいります。

　仕事と育児を両立できる環境づくりを推進しており、
2019 年度の育児休業の取得者は 12 名で、時短勤務利
用者は 27 名となっております。

ワークライフバランスへの取り組み
◦ワークスタイル改革の実施

　当社は 2020 年 3 月 2 日付で経済産業省と日本健康
会議が選定する「健康経営優良法人（大規模法人部門）
2020」に認定されました。本制度は健康経営に取り組む
優良な法人を「見える化」することで、従業員や求職者、
関係企業や金融機関などから「従業員の健康管理を経営的
な視点で考え、戦略的に取り組んでいる法人」として社会
的に評価を受けることができる環境を整備することを目標
としております。
　当社では受動喫煙対策として事業所内の建物全体を禁煙
とし、屋外の喫煙指定場所のみとするなどの活動を行って
おります。今後も多様な人材がその個性と能力を十分に発
揮し活躍できる職場づくりの実現と、環境の整備をさらに
推進していきます。

◦女性活躍への取り組み
　当社では女性活躍推進法に基づき、２０１９年度から
２０２３年度までの行動計画を策定し、採用ホームページ
の充実や、採用イベントへの参加等、女性採用比率向上
に向けた取り組みを実施しております。
　また、２０１８年度には育児及び介護支援ガイドブックの
全面的な見直しを行い、育児と仕事の両立を支援する職
場風土の醸成も行っております。こういった取り組みを今
後も継続・強化して、女性社員の定着を高めてまいります。

◦外国籍社員の採用
　新卒採用ではここ数年外国籍社員の採用を継続してお
り、昨年度は４名の外国籍学生を採用しております。
　また、外国人技能実習制度を活用して２０名程度の技能
実習生が当社にて技術や技能・知識を学び、帰国後に母
国の経済発展に寄与してもらっております。

◦障がい者雇用への取り組み
　当社では、特別支援学校への求人活動や、県の障害者雇
用サポートデスクを活用して継続的に採用を行っております。
　また、障害者職業センターのジョブコーチや障害者就業・
生活支援センターの就労支援員の方にもアドバイスをいた
だきながら、より働きやすい環境の整備を進めております。

◦定年退職者の雇用
　定年退職者のうち継続雇用を希望した社員に対して再
雇用制度で処遇し、今まで培った技術・知識・スキルを
生かして活躍いただいております。

◦人権に関する取り組み
　当社では従業員一人ひとりが最大限、能力を発揮でき
るよう、安全かつ安心な職場環境を維持することに努め、
人権と個性を尊重する取り組みを推進する目的で、2019
年 1 月に「人権に関するガイドライン」を制定しておりま
す。当社従業員に対して継続的に周知及び教育を実施し
て、当ガイドラインをもとに企業活動を行ってまいります。

健康経営優良法人
（大規模法人部門）2020の認定

　また、当社の社内教育機関である大同メタルカレッジで
は、当社の知識、技能、技術の伝承に特化した研修を、継
続的に実施しています。

　ステージに応じた役割や能力開発を図ることを目的に、
様々な階層別及びグローバル研修を整えています。

　当社は管理職層を対象に介護セミナーを開催いたしまし
た。セミナーの内容は、日本の置かれている状況、介護離
職による会社と本人のリスク、介護保険制度、具体的な両
立支援事例などで、約 100 名の管理職層が出席しました。
超高齢化社会の日本において、介護を担う従業員が今後増
えていく可能性があります。管理職としての役割を知るこ
とで、介護に直面している従業員に対する仕事と介護の両
立に向けた支援ができると考えております。

人材育成プログラム

将来的な超高齢化社会に備え、
介護に向けた当社取り組み

階層別 グローバル 大同メタルカレッジ

経営層

部長層

課長層

中堅層

一般社員

新入社員

執行役員研修

選抜研修

課長研修

マネジメントプログラム

自己開発研修

３年目社員研修

２年目社員研修

新入社員フォローアップ研修

新入社員研修

海外赴任前
経営管理研修

海外短期
語学留学制度

海外危機
管理セミナー
グローバル

生産研

国
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要
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■ 大同メタル教育体系図

ワークスタイル改革ポスター

イエロー・オレンジ・レッドカード

セミナーの様子（2019 年 8 月に実施）

社会

人権に関するガイドライン
https://www.daidometal.com/jp/company/human_
rights_policy)

WEB

人材育成

当社の健康経営の取り組み

多様性への取り組み

ダイバーシティへの取り組み

◦育児休業・時短勤務の利用状況
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■ 1株当たり配当金／配当性向 ■ 労働災害発生状況（労働災害度数率*1）
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*当年度付与する取得率（取得日数を超えた場合は100%として計算）*育児休業取得者数は各年度に取得を開始した人数を記載
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2015

（百万円）

（年度）2016 2017 2018 2019

8.6%8.6%

5.1%5.1%

7.7%7.7% 7.9%7.9%

4.9%4.9%

43,201 44,181
48,559

56,636 55,988

■ ROE（自己資産当期純利益率）

27 DAIDO METAL CSR報告書 2020 DAIDO METAL CSR報告書 2020 28



●●● ●

●
●

●

●● ●● ●●

●●●

●

●● ●

●

●

❶❷❸ ❽

❾
❶
❷

❺❻ ❸❼ ❶❷

❹❺❻

❶

❺❻ ❹

❸

❸●❹

●❷

商号	 大同メタル工業株式会社

設立	 1939 年（昭和 14 年）11 月 4 日

	 ■ 名古屋本社

	 名古屋市中区栄二丁目 3 番 1 号

本社
	 名古屋広小路ビルヂング 13 階

	 ■ 東京本社

	 東京都品川区東品川二丁目 2 番 24 号

	 天王洲セントラルタワー 17 階

代表者
	 代表取締役会長 兼 最高経営責任者　　治 誠吾

	 代表取締役社長 兼 最高執行責任者　樫山 恒太郎

資本金	 8,413 百万円

売上高
	 100,159 百万円（連結）

	  62,860 百万円 （単独）

従業員数
	

6,916 名（連結）／ 1,323 名（単独）（正社員数）

会社概要 （2020年3月31日現在）グローバルネットワーク（主な拠点）（2020年3月31日現在）

株式の概況 （2020年3月31日現在）

事業セグメント別概要（事業内容・売上高構成比）

■ 大株主

■ 所有者別株式保有の状況

自動車用エンジン軸受
■ 事業内容
自動車（乗用車・トラック・レーシングカー）エンジン用軸受、二輪エンジン用
軸受、エンジン補機（ターボチャージャー・バランサー機構、インジェクション
ポンプ）用軸受など。

非自動車用軸受
■ 事業内容
船舶ディーゼルエンジン用軸受、発電（水車・タービン等）用軸受、産業用

（コンプレッサー・増減速機等）軸受など。

その他
■ 事業内容
電気二重層キャパシタ用電極シート、金属系無潤滑軸受、食品・飲料・化
粧品等用のロータリーポンプ、工作機械用集中潤滑装置

自動車用エンジン以外軸受
■ 事業内容
自動車部品（トランスミッション、ショックアブソーバー、空調用コンプ
レッサー、ステアリング等）用軸受など。

自動車用軸受以外部品
■ 事業内容
自動車用アルミダイカスト製品、曲げパイプ、ノックピン、NC 切削品等

2019年度　売上高構成比（外部売上比率）

半割メタル

〈主な製品〉

スラストワッシャー ターボチャージャー用
ベアリング

低速ディーゼル
エンジン用軸受

大型船舶用軸受

中高速ディーゼル
エンジン用軸受

建設機械・
中小型船舶用軸受

特殊軸受
（タービン用など）

発電用軸受

ドライベアリング

一般産業用軸受

〈主な製品〉

ロータリーポンプ

〈主な製品〉

集中潤滑装置
（MR- LUB）

電気ニ重層キャパシタ用
電極シート

ショックアブソーバー用ブシュ

〈主な製品〉

スターター用ブシュ 射出成型軸受

切削加工品

〈主な製品〉

コンバーターケース

アジア
❶PT.飯野インドネシア
❷PT.大同メタルインドネシア
❸フィリピン飯野Corp
❹ダイナメタルCO., LTD.
❺�ATAキャスティングテクノロジー

CO., LTD.
❻�ＤＭキャスティングテクノロジー（タ

イ）CO., LTD.
❼BBL大同プライベートLTD.

中国・台湾
❶大同精密金属（蘇州）有限公司
❷飯野(佛山)科技有限公司
❸広州原同貿易有限公司
❹中原大同股份有限公司

韓国
❺同晟金属（株）
❻韓国ドライベアリング（株）

ヨーロッパ
❶欧州テクニカルセンターUK
❷�大同インダストリアルベアリング 

ヨーロッパ LTD.
❸大同メタルヨーロッパ LTD.
❹大同メタルヨーロッパGmbH
❺欧州テクニカルセンター(ドイツ)
❻大同メタルチェコ s.r.o.
❼欧州テクニカルセンター(チェコ)
❽大同メタルロシアLLC
❾大同メタルコトールAD

●大同メタル工業株式会社
●大同メタルグループ会社

●生産拠点
●販売拠点

●生産拠点
●販売拠点

●生産拠点
●販売拠点
●研究開発拠点

●生産拠点
●販売拠点
●研究開発拠点

日本
❶大同メタル工業（株）
❷大同プレーンベアリング（株）
❸エヌデーシー（株）
❹大同インダストリアルベアリング

ジャパン（株）
❺大同メタル佐賀（株）
❻大同メタル販売（株）
❼エヌデーシー販売（株）
❽（株）飯野製作所
❾�ATAキャスティングテクノロジー

ジャパン（株）

北米
❶大同メタルU.S.A. INC.
❷北米テクニカルセンター
❸ISSアメリカINC.
❹�大同メタルメキシコ販売S.A. DE 

C.V.
❺�大 同メタルメキシコS . A .  D E 

C.V.
❻ �ISSメキシコマニュファクチュアリ

ング S.A.DE C.V.

自動車用エンジン軸受
59.0%

その他　2.4%自動車用軸受以外部品
13.3%

非自動車用軸受
9.2%

自動車用エンジン以外軸受
14.0%

●❸
●❼●❽

●❺

●❾

●❹
●❷

●❻❶

株主名 所有株数 （千株） 発行済株式総数に対する
所有株式数の割合 （%）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,012 4.23%

三井住友信託銀行株式会社 1,978 4.16%

株式会社みずほ銀行 1,977 4.16%

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,831 3.85%

株式会社三菱UFJ銀行 1,822 3.83%

大同メタル友栄会持株会 1,472 3.10%

東京海上日動火災保険株式会社 1,107 2.33%

大同メタル従業員持株会 1,032 2.17%

The Seri Wathana Industry Co., Ltd. 703000 1,000 2.10%

野村信託銀行株式会社（大同メタル従業員持株会専用信託口） 917 1.93%

発行可能株式総数 80,000,000 株

発行済株式の総数 47,520,253 株

株主数 12,284 名

注: 1. �持株比率は自己株式633株を控除して計算しております。なお、当該自己株式には、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）が保有する当社
株式432千株（役員及び執行役員向け株式交付信託に関するもの）並びに野村信託銀行株式会社（大同メタル従業員持株会専用信託口）が保有する
当社株式917千株（大同メタル従業員持株会専用信託に関するもの）は含めておりません。

2. 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社は2020年7月27日付で株式会社日本カストディ銀行に商号変更しております。

34.2% 0.8%37.6%12.7%14.7%

27.1% 1.0%41.4%13.4%16.8%

19.4% 11.4%0.7%39.5%13.6%15.4%

2020

2019

2018

0 20 40 60 80 100（％）

■ 個人・その他　■ 外国法人　■ 国内法人　■ 金融機関　■ 証券会社　■ 自己名義株式
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